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◆表紙の写真

　
昨
年
は
、
魚
価
高
に
支
え
ら
れ
、
１
０
０
万
ト
ン
と
い
う
近
年
に
な
い
非
常
に

少
な
い
水
揚
げ
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
は
、環
境
の
変
化
が
多
く
上
げ
ら
れ
る
が
、

私
達
の
力
で
は
自
然
環
境
を
何
と
も
し
が
た
い
、
な
お
か
つ
、
一
次
産
業
、
特
に

漁
業
に
つ
い
て
は
自
然
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
近
年
は
、
ブ
リ
等
が
水
揚
げ
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
何
十
年
も
の
歴
史
を
持
つ
、
ロ
シ
ア
２
０
０
海
里

内
の
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
業
が
中
止
と
な
り
、
官
民
上
げ
て
の
、
ロ
シ
ア
側
に

代
替
漁
業
の
申
請
を
し
な
が
ら
模
索
し
て
い
る
。
こ
の
代
替
漁
業
で
は
、
小
型
船

は
イ
ワ
シ
・
サ
バ
漁
を
５
月
か
ら
操
業
し
て
い
る
。
２
０
０
ト
ン
型
漁
船
は
公
海

サ
ン
マ
の
調
査
を
実
施
す
る
。
こ
の
よ
う
に
我
々
の
漁
業
も
少
し
づ
つ
変
化
を
し

て
い
る
。
ま
た
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
ど
う
対
処
す
る
か
、
批
准
さ
れ
た
時
の
水
産
業
界
の

立
ち
位
置
が
何
処
に
あ
る
の
か
、
水
産
物
の
輸
出
に
向
け
ど
の
よ
う
な
体
制
を
取

る
の
か
、昨
年
は
魚
価
高
で
３
、０
０
０
億
円
を
超
え
た
が
、水
産
資
源
の
減
少
は
、

漁
業
者
の
み
で
は
な
く
、
仲
買
人
、
加
工
・
流
通
の
各
業
界
へ
も
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
と
な
る
。
北
海
道
水
産
会
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
方
向
性
を
持
ち
な
が

ら
、
北
海
道
水
産
の
復
活
に
向
け
努
力
す
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
千
歳
空
港

や
関
税
体
制
も
24
時
間
体
制
に
向
け
、
官
民
上
げ
て
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
遠
藤
議
長
様
や
小
野
寺
部
長
様
に
指
導
を
宜
し
く
お
願
致
し
ま
す
。

ま
た
、
正
会
員
、
特
別
会
員
、
関
係
各
位
の
皆
様
方
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

定 時 総 会 を 開 催
１
．定
時
総
会
概
要

２
．開
会
挨
拶
主
旨

３
．来
賓
挨
拶

（
１
） 

道
議
会 

議
長 

遠
藤
　
連 

様

（
２
） 

道
庁 

水
産
林
務
部
長 

小
野
寺 

勝
広 

様

「かずの子の日」
記念イベント（札幌）

夏イカの水揚げ
風景（函館）

オホーツク海の
ホタテ漁（常呂）

ツブかご漁の
水揚げ（白糠）

ブランドホッケの
出荷（船泊）

夏の成コンブ干し
（厚岸町床譚地区）

川崎会長挨拶

遠藤議長挨拶

　
私
は
、
平
成
27
年
５
月
の
議
長
へ
の
就
任
前
は
、
自
民
党
議
員
会
で
水
産
振
興
議

連
の
会
長
を
努
め
て
お
り
ま
し
た
。水
産
業
界
の
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
昨
年
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
で
博
覧
会
が
あ
り
、
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
食
」
で
あ
り
、
道
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
受
け
入
れ
ら
れ

る
の
は
、
昆
布
、
帆
立
、
北
寄
等
で
あ
る
と
実
感
致
し
ま
し
た
。
水
産
業
界
は
、
農

業
よ
り
先
に
輸
出
を
手
掛
け
て
お
り
、
今
後
の
輸
出
が
鍵
を
握
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
流
通
面
で
は
、
外
国
と
の
直
行
便
を
開
設
す
る
こ
と
で
、
物
流
基
地
や
冷

凍
冷
蔵
設
備
の
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
意
味
で
、
水
産
業
界
の
皆
様
方
が
積
極
的
に

事
業
推
進
を
行
う
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
道
議
会

と
し
て
も
全
面
的
に
応
援
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
水
産
業
界
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
水
産
行
政
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
道
水
産
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
資
源
の
低
迷
、
漁
業
就
業
者
の

減
少
と
高
齢
化
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
対
策
、
ロ
シ
ア
２
０
０
海
里
内
の
さ
け
・
ま
す
流

し
網
漁
業
の
禁
止
問
題
等
様
々
な
問
題
が
あ
る
中
で
、貴
水
産
会
は
、本
道
の
オ
ー

ル
水
産
団
体
と
し
て
、
北
方
四
島
周
辺
海
域
操
業
や
貝
殻
島
区
域
昆
布
交
渉
を
実

施
し
、
加
え
て
担
い
手
対
策
、
魚
食
普
及
活
動
等
多
種
に

渡
り
事
業
を
推
進
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
後
も
道
と
致
し
ま
し
て
は
、
貴
水
産
会
と
密
接
な
連

携
の
も
と
、
本
道
水
産
業
と
漁
村
の
振
興
と
発
展
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
む
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

小野寺部長挨拶

　
平
成
28
年
度
定
時
総
会
を
平
成
28
年
6
月
15
日
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、
北
海
道
議
会
　
遠
藤
連
議
長
、
小
野
寺
勝
広
道
水
産
林
務
部
長
、

早
苗
企
画
調
整
担
当
課
長
、
杉
西
水
産
企
画
Ｇ
主

幹
、
永
田
水
産
企
画
Ｇ
主
査
を
迎
え
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
川
崎
一
好
代
表
理
事
会
長
の
挨
拶
に

は
じ
ま
り
、
各
議
案
の
審
議
を
行
い
、
上
程
の
と

お
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
27
年
度
第
3
回
理
事
会
を
、
平
成
28
年
3
月
18
日
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
議
案
の
内
容
は
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）
の
承
認
に

つ
い
て
で
す
。

　
川
崎
会
長
は
開
会
挨
拶
で
、「
ロ
シ
ア
２
０
０
海
里
内
の

さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
業
が
禁
止
と
な
り
、
代
替
漁
業
が
今

だ
に
決
定
し
て
い
な
い
が
、
今
後
は
、
日
本
独
自
の
考
え
方

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
貝
殻
島
昆
布
交
渉
等

が
あ
り
ま
す
の
で
、
水
産
会
と
し
て
浜
の
皆
様
方
の
立
場
に

な
っ
て
推
進
致
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
第
1
回
理
事
会
を
、
平
成
28
年
4
月
14
日
に

開
催
致
し
ま
し
た
。

　
議
案
の
内
容
は
、
平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
実
績

及
び
財
産
目
録
の
承
認
等
に
つ
い
て
で
す
。

　
川
崎
会
長
は
開
会
挨
拶
で
、「
浜
回
り
を
し
て
い
て
、
漁

模
様
が
案
外
良
い
と
感
じ
て
い
る
、
浜
が
大
漁
で
、
海
難
事

故
が
無
い
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
案
に
つ
は
ま
し
て
は
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
第
2
回
理
事
会
を
、
平
成
28
年
6
月
15
日
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
議
案
の
内
容
は
、
代
表
理
事
副
会
長
の
選
定
で
す
。

　
選
定
の
結
果
、
山
崎
峰
男
理
事
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
）
水
産
政
策
の
推
進
に
関
す
る
事
業

　
① 

資
源
増
大
・
管
理
対
策
、
栽
培
漁
業
の
推
進

　
② 

漁
業
経
営
の
体
質
強
化
対
策
の
推
進

　
③ 

漁
場
環
境
づ
く
り
の
推
進

　
④ 

有
害
生
物
の
漁
業
被
害
対
策
の
推
進

　
⑤ 

水
産
物
の
輸
出
促
進
や
流
通
・
加
工
・
消
費
対
策

　
　 

の
推
進

　
⑥
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
等
対
策
の
推
進

　
⑦ 

原
発
関
連
対
策
の
推
進

（
２
）
水
産
業
安
定
対
策
の
確
立
に
関
す
る
事
業

　
① 

食
育
・
魚
食
普
及
研
修
会
・
料
理
教
室
の
開
催

　
② 

漁
業
就
労
者
の
減
少
と
高
齢
化
に
対
応
し
た
人
材

　
　 

確
保
と
育
成

　
　 

ア 

漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
の
開
催

　 

　
イ 

新
規
漁
業
就
業
研
修
生
と
の
面
談

（
３
）
国
際
漁
業
対
策
の
推
進
に
関
す
る
事
業

　
① 

政
府
間
・
民
間
漁
業
協
定
の
締
結
促
進

　
② 

国
際
漁
業
情
報
の
収
集
と
会
員
へ
の
提
供
、
業
界

　
　 

の
意
見
調
整

　
③ 

関
係
国
大
使
館
、
領
事
館
と
の
連
携
の
強
化

（
１
）
貝
殻
島
区
域
昆
布
採
取
協
定
対
策
に
関
す
る
事
業

　
① 

両
国
間
の
交
渉
円
滑
化
促
進

　
② 

見
学
者
の
受
入
及
び
採
取
量
の
報
告

　
③ 

採
取
権
料
・
機
材
供
与
事
務

（
２
）
北
方
海
域
出
漁
者
経
営
安
定
支
援
事
業

　
①
北
方
海
域
出
漁
者
経
営
安
定
支
援

　
②
北
方
海
域
出
漁
者
経
営
安
定
協
議
会

（
３
）
海
外
漁
場
入
出
域
等
通
報
管
理
事
業

　
① 

漁
獲
量
の
定
例
報
告
事
務

（
４
）
北
方
四
島
周
辺
海
域
操
業
対
策
事
業

　
① 

船
別
漁
獲
量
の
関
係
機
関
へ
の
報
告

　
② 

操
業
の
秩
序
維
持
の
た
め
「
操
業
の
手
引
き
」
の

　
　 

印
刷
配
布

　
③ 

協
力
金
・
機
材
供
与
事
務

（
５
）
国
際
漁
業
再
編
対
策
事
業

　
① 

国
費
に
係
る
減
船
対
策
事
業
へ
の
協
力

　
② 

道
費
に
係
る
減
船
対
策
事
業
と
し
て
の
減
船
漁
業

　
　 

者
へ
の
助
成
金
交
付

（
６
）
旧
漁
業
権
者
救
済
等
対
策
に
関
す
る
事
業

　
① 

国
な
ど
に
対
す
る
要
請
活
動

（
７
）
会
員
並
び
に
他
産
業
団
体
等
と
の
連
絡
協
調
に
関

　
　  
す
る
事
業

　
① 
在
札
会
員
団
体
役
員
定
例
懇
談
会
の
開
催

　
② 

水
産
関
係
懇
談
会
の
開
催

　
③ 

他
産
業
団
体
と
の
連
絡
協
調

　
④ 

会
報
の
発
行
の
強
化

「
会
員
・
関
係
団
体
の
皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
に
よ

り
、
無
事
職
務
を
果
た
せ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　
今
回
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
左

記
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
　
　
　
事
　
　
　
山
崎 

峰
男

　
理
　
　
　
事 

　
　  

菊
地 

英
治

　
監      

　
事 

　  

　
千
葉 

伸
一

　
監      

　
事
　
　
　
高
須
賀 

茂
之

　
選
任
さ
れ
た
方
々

を
代
表
致
し
ま
し
て

山
崎
新
副
会
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　「
本
道
水
産
業
界

の
発
展
の
た
め
、
努

力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
」

１
．
実
施
事
業
等
会
計

２
．
そ
の
他
会
計

（
１
）
法
人
会
計

　
① 

本
会
事
業
を
管
理
す
る
た
め
、
毎
年
経
常
的
に
要

　
　 

す
る
費
用
及
び
総
会
・
理
事
会
等
の
開
催
に
伴
う

　
　 

経
費
の
会
計
を
実
施

役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　
今
回
の
総
会
終
了
を
も
っ
て
左
記
の
方
々
が
辞
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
代
表
理
事
副
会
長
　
髙
橋 

英
明

　
理
　
　
　
事
　
　
　
林
　
茂
則   

　
監
　
　
　
事      

　
高
津
　
哲

　
監
　
　
　
事
　     

一
條 

雄
治   

理
事
会
を
開
催

「ロシアの日」記念レセプションへの出席

　6月9日に在札幌ロシア連邦総領事館において、
「ロシアの日（12日）」を記念したレセプションが開催
されました。
　北海道の政財界や対ロ交流団体のほか、当会や
羅臼漁協などの水産業界も含めた100人以上が出
席しました。
　ファブリーチニコフ・アンドレイ総領事は、「外は
あいにくの雨だが、日本には「雨降って地固まる」と
いう言葉がある」と前置きした後、5月に行われた日
ロ首脳会談に触れました。そして、日ロ間の協力と

交流は政府間だけではなく、北海道とサハリンと
いった地域レベルでも様々に進んでいることを指摘
しました。続いて参加者を代表して挨拶に立った、
道議会の三井あき子副議長はサハリン州議会との
交流について紹介したほか、「北海道とサハリンは
隣人。ロシア極東との交流を積み重ねていきたい」
と述べました。辻副知事による乾杯の後、料理を囲
んでの歓談に移り、和やかな空気の中で時間が過
ぎていきました。

３
．
法
人
会
計

　
辞
任
し
た
方
々
を
代
表
致
し
ま
し

て
、
髙
橋
前
副
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

髙橋前副会長挨拶山崎新副会長挨拶総会会場

平成27年度第3回理事会平成28年度第1回理事会

平
成
28
年
度 

事
業
計
画
の
実
施
事
項

平
成
27
年
度
第
3
回
理
事
会

平
成
28
年
度
第
1
回
理
事
会

平
成
28
年
度
第
2
回
理
事
会

総領事挨拶 辻副知事乾杯 料理を囲んでの歓談懇談の様子

トピック



　
　
・
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
・
水
産
加
工
業
の
経
営
安
定
に
向
け
た
人
材
受

　
　
　
入
施
策
の
拡
充
・
強
化
を
図
る
こ
と

　
○ 

生
産
設
備
等
導
入
支
援
策
の
拡
充
・
強
化

　
　
・
競
争
力
強
化
型
機
器
等
導
入
緊
急
対
策
事
業
の
制
度
拡
充
を
図
る
こ
と

　
○ 

漁
業
経
営
安
定
対
策
の
推
進

　
　
・
甚
大
な
自
然
災
害
被
害
に
係
る
新
た
な
支
援
制
度
の
創
設
を
図
る
こ
と

　
　
・
漁
業
共
済
制
度
等
の
見
直
し
な
ど
、
漁
業
収
入
安
定
対
策
の
拡
充
強
化
を
図
る

　
　
　
こ
と

　
　
・
資
源
水
準
が
低
位
に
あ
る
魚
種
の
資
源
回
復
を
目
指
す
漁
業
者
へ
の
新
た
な
経

　
　
　
営
支
援
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。
資
源
回
復
措
置
に
向
け
た
禁
漁
・
休
漁
・
減

　
　
　
船
な
ど
自
主
的
な
取
り
組
み
に
対
す
る
抜
本
的
な
支
援
を
措
置
す
る
こ
と
（
基

　
　
　
金
造
成
等
）

　
　
・
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の
制
度
拡
充
を
図
る
こ
と

　
　
・
漁
業
用
燃
油
税
制
の
免
税
・
還
付
措
置
の
恒
久
化
を
図
る
こ
と

　
○ 

金
融
対
策
の
推
進

　
　
・
漁
業
近
代
化
資
金
融
資
制
度
等
に
係
る
改
善
と
充
実
を
図
る
こ
と

　
○ 

今
後
の
貿
易
自
由
化
の
新
た
な
枠
組
み
に
向
け
た
水
産
物
貿
易
対
策
の
強
化

　
　
・
貿
易
自
由
化
交
渉
に
お
け
る
本
道
漁
業
へ
の
影
響
を
回
避
す
る
こ
と

　
○ 

国
内
外
の
魚
価
維
持
・
向
上
に
向
け
た
各
種
流
通
対
策
の
推
進

　
　
・
国
産
水
産
物
流
通
促
進
事
業
の
制
度
拡
充
を
図
る
こ
と

　
　
・
道
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
、
魚
食
普
及
活
動
の
推
進
と
支
援
を
図
る
こ
と

水
産
施
策
に
関
す
る
要
望 

　
本
会
は
、
国
の
新
た
な
水
産
基
本
計
画
や
道
の
水
産
業
・
漁
村
振
興
推
進
計
画
第
3

期
計
画
に
即
し
た
本
道
水
産
業
・
漁
村
の
振
興
発
展
の
た
め
、
平
成
29
年
度
国
の
水
産

政
策
及
び
予
算
編
成
に
対
す
る
系
統
団
体
や
関
係
業
界
団
体
の
意
向
を
取
り
ま
と
め
、

道
や
道
議
会
、
会
員
団
体
と
と
も
に
、
８
月
３
日
と
４
日
の
両
日
に
関
係
省
庁
や
国
会

議
員
に
対
し
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
平
成
29
年
度
は
近
年
、
資
源
の
減
少
や
漁
業
就
業
者
の
高
齢
化
・
担
い
手
不

足
に
直
面
す
る
な
か
、
今
後
の
動
向
と
し
て
、
新
た
に
国
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
な

ど
貿
易
政
策
に
よ
る
水
産
業
へ
の
影
響
等
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
原
発
風

評
被
害
な
ど
、
漁
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
に
あ
っ
て
も
私
た
ち
本
道
水
産
業
界
は
、
さ
ら
な
る
資
源
の
造

成
や
漁
場
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
漁
業
者
の
経
営
の
安
定
を
図
り
つ
つ
、
我
が
国
固

有
の
魚
食
文
化
と
豊
か
な
海
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
使
命
を

担
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
物
等
の
輸
出
拡
大
戦
略
や
人
口
減
少
対
策
な
ど
の

地
方
創
生
に
向
け
た
政
策
と
し
て
、
本
道
水
産
業
の
特
色
あ
る
ほ
た
て
、
こ
ん
ぶ
漁
業

な
ど
沿
岸
漁
業
の
振
興
に
向
け
た
取
組
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
下
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
○ 

担
い
手
・
後
継
者
確
保
に
向
け
た
諸
対
策
の
推
進

　
　
・
水
産
業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
緊
急
支
援
事
業
（
漁
船
リ
ー
ス
事
業
）
の
継
続 

　
　
　
と
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

　
　
・
担
い
手
・
後
継
者
確
保
の
た
め
漁
業
活
動
な
ど
に
必
要
な
支
援
の
拡
充
強
化
を
図
る

　
　
　
こ
と

　    

・
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
関
す
る
漁
船
漁
業
職
種
の
見
直
し
を
図
る
こ
と

　
○ 

さ
け
・
ま
す
増
殖
施
設
整
備
に
必
要
な
産
地
水
産
業
強
化
支
援
事
業
並
び
に
水
産

　
　 

業
強
化
対
策
事
業
予
算
の
増
額
確
保
を
図
る
こ
と           

　
○ 

さ
け
・
ま
す
種
苗
放
流
手
法
改
良
調
査
事
業
の
拡
充
と
環
境
変
化
に
対
応
し
た
資

　
　 

源
造
成
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
を
図
る
こ
と

　
○ 

サ
ケ
資
源
減
少
要
因
解
明
の
た
め
の
調
査
の
継
続
実
施
を
図
る
こ
と

　
○ 

水
産
基
盤
整
備
事
業

　
○ 

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

　
○ 

漁
港
海
岸
整
備
事
業

　
○ 

救
助
経
費
等
に
係
る
財
源
確
保
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

　
○ 

水
難
救
難
所
員
の
法
制
化
に
よ
る
身
分
保
障
制
度
を
確
立
す
る
こ
と

　
○ 

ロ
シ
ア
水
域
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
業
の
操
業
禁
止
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た

　
　 

め
、
漁
法
転
換
や
代
替
漁
業
へ
の
転
換
、
地
域
の
関
連
産
業
対
策
な
ど
の
取
組
が

　
　 

円
滑
に
進
む
よ
う
引
き
続
き
特
段
の
支
援
を
図
る
こ
と

　
○ 
資
源
増
大
に
向
け
た
諸
対
策
の
推
進
　
　   

　
　
・
本
道
各
海
域
の
特
性
に
応
じ
た
栽
培
漁
業
等
の
推
進
を
図
る
こ
と

　
　
・
資
源
水
準
が
低
位
に
あ
る
魚
種
や
自
然
災
害
に
係
る
各
種
試
験
研
究
の
推
進

　
○ 

実
効
性
の
あ
る
資
源
管
理
の
推
進

　
　 

・
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
管
理
制
度
に
お
い
て
、
各
海
域
の
実
態
に

45

２
０
１
６
年 

前
期
活
動
の
あ
ら
ま
し

国
の
水
産
政
策
・
予
算
に
関
す
る
中
央
要
請
活
動
を
実
施
！

１
．
漁
業
経
営
構
造
安
定
化
対
策
に
つ
い
て

２
．
漁
業
資
源
の
増
大
と
資
源
管
理
対
策
に
つ
い
て

３
．
漁
場
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て

　
○ 

資
源
増
大
に
向
け
た
栽
培
漁
業
の
推
進
を
図
る
こ
と

　
　
・
各
海
域
の
特
性
に
応
じ
た
効
果
的
な
種
苗
生
産
放
流
事
業
に
対
す
る
支
援
を
講

　
　
　
ず
る
こ
と

　
○ 

日
ロ
地
先
沖
合
漁
業
及
び
日
本
２
０
０
海
里
内
の
安
定
操
業
を
確
保
す
る
こ
と

　
○ 

貝
殻
島
区
域
昆
布
操
業
の
安
定
継
続
を
維
持
す
る
こ
と

　
○ 

四
島
周
辺
海
域
の
安
全
操
業
協
定
の
継
続
確
保
を
維
持
す
る
こ
と

　
○ 

ロ
シ
ア
漁
船
操
業
に
関
す
る
指
導
と
監
視
を
強
化
す
る
こ
と

６
．
ロ
シ
ア
水
域
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
業
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

７
．
水
難
救
難
所
の
救
助
活
動
の
体
制
整
備
に
つ
い
て

１
．
漁
港
・
漁
場
、
海
岸
並
び
に
漁
村
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

２
．
さ
け
・
ま
す
増
殖
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

　
○ 

有
害
生
物
に
よ
る
漁
業
被
害
の
軽
減
と
支
援
の
拡
充
・
強
化

　
　
・
ト
ド
等
海
獣
類
に
よ
る
漁
業
被
害
に
対
す
る
実
効
あ
る
支
援
制
度
を
創
設
す
る

　
　
　
こ
と

　
　
・
有
害
生
物
等
（
ト
ド
・
ア
ザ
ラ
シ
・
オ
ッ
ト
セ
イ
等
の
海
獣
、
ク
ラ
ゲ
、
ヒ
ト
デ
）

　
　
　
の
被
害
防
止
策
の
臨
機
対
応
と
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

　
　
・
ホ
タ
テ
付
着
物
ザ
ラ
ボ
ヤ
被
害
対
策
の
推
進
を
図
る
こ
と

　
　
・
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

　
○ 

森
林
・
河
川
・
海
洋
環
境
保
全
対
策
の
推
進

　
　
・
森
林
・
河
川
・
海
洋
環
境
の
保
全
及
び
流
木
等
を
含
め
た
漂
流
漂
着
物
対
策
の

　
　
　
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

　
○ 

悪
質
化
す
る
組
織
的
密
漁
の
防
止
に
向
け
た
支
援
措
置
の
拡
充

　
○ 

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
拡
充

　
　
・
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
実
施
規
模
拡
大
、
活
動
範
囲
を
拡
充
す
る

　
　
　
こ
と

　
　
・
漁
村
集
落
直
接
支
払
交
付
金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

　
○ 

原
発
関
連
諸
対
策
の
推
進

　
　
・
福
島
原
発
事
故
の
早
期
収
束
及
び
安
全
強
化
対
策
を
講
ず
る
こ
と

　
　
・
放
射
能
汚
染
水
の
流
出
完
全
防
止
及
び
韓
国
等
輸
入
規
制
の
早
急
な
解
除
を
図
る

　
　
　
こ
と

　
　
・
将
来
に
向
け
て
原
発
に
依
存
し
な
い
体
制
を
確
立
し
、
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
等
の
利
用
の
推
進
を
図
る
こ
と

４
．
資
源
増
大
に
向
け
た
栽
培
漁
業
の
推
進
に
つ
い
て

５
．
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
強
力
な
漁
業
外
交
の
継
続
と
操
業
の
安
定
確
保
に
つ
い
て

国
費
予
算
に
関
す
る
要
望

　
　
　
見
合
っ
た
管
理
方
法
の
見
直
し
を
図
る
こ
と

　
　
・
資
源
回
復
に
向
け
た
地
域
別
の
操
業
体
制
を
確
立
す
る
こ
と

　
　
・
公
海
さ
ん
ま
資
源
の
管
理
を
図
る
こ
と

　
　
・
栽
培
漁
業
に
係
る
生
産
施
設
等
へ
の
支
援
措
置
を
講
ず
る
こ
と

　
　
・
国
に
よ
る
栽
培
対
象
種
の
親
魚
の
管
理
を
講
ず
る
こ
と
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日
本
２
０
０
海
里
水
域
内
に
お
け
る
さ
け
・
ま
す
漁
業
の
操
業
条
件
を
決
め
る
「
日

ロ
漁
業
合
同
委
員
会
第
32
回
会
議
」
が
3
月
22
日
か
ら
東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
表-

1
の
条
件
内
容
で
3
月
26
日
に
妥
結
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
昨
年
と

同
内
容
の
操
業
条
件
で
合
意
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
６
年
の
根
室
沖
合
・
貝
殻
島
区
域
の
昆
布
漁
業
の
操
業
条
件
を
決
め
る
交
渉

は
、
４
月
18
日
か
ら
モ
ス
ク
ワ
で
本
会
と
ロ
シ
ア
連
邦
漁
業
庁
と
の
間
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
本
側
の
代
表
は
本
会
の
髙
橋
副
会
長
、
ロ
シ
ア
側
は
シ
マ
コ
フ
Ｓ
・
Ｖ
・
国
際
協

力
局
長
。

　
本
年
の
交
渉
は
、
昨
年
の
コ
ン
ブ
操
業
が
10
年
ぶ
り
の
豊
漁
と
な
り
、
生
産
数
量
、

生
産
金
額
と
も
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
採
取
権
料
の
増
加
が
予
想
さ
れ
た

中
で
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
双
方
が
歩
み
寄
り
、
採
取
権
料
は
昨
年
よ
り
２
、
４
２
８

千
円
増
加
の
９
０
、
２
６
８
千
円
で
、
昆
布
採
取
量
は
昨
年
よ
り
１
５
２
ト
ン
少
な
い

３
、
４
４
８
ト
ン
で
４
月
20
日
に
合
意
に
至
り
ま
し
た
。

    

《
操
業
条
件
》

    

① 

操
業
隻
数
　
２
４
１
隻
（
前
年
２
３
８
隻
）

　 

② 

操
業
期
間
　
６
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
（
前
年
同
様
）

　 

③ 

採
取
量
　
褐
藻
類
３
、
８
６
２
ト
ン
（
前
年
４
、
０
３
２
ト
ン
）

　 

④ 

採
取
権
料
　
９
０
、
２
６
８
千
円
（
前
年
８
７
、
８
４
０
千
円
）

　 

⑤ 

機
材
供
与
　
３
、
５
０
０
千
円
（
前
年
同
様
）

　
ま
た
、
貝
殻
島
区
域
の
昆
布
操
業
は
、
事
前
の
前
浜
昆
布
の
生
育
調
査
の
結
果
、
昨

年
同
様
に
流
氷
被
害
も
少
な
く
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
生
育
も
順
調
と
の
こ
と
か
ら
、
一

斉
出
漁
日
を
６
月
１
日
に
決
定
し
、
操
業
準
備
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
雨
天
等
か
ら

６
月
４
日
に
初
出
漁
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
操
業
に
先
立
ち
、
５
月
31
日
に
は
歯
舞
漁
業
協
同
組
合
大
会
議
室
に
出
漁
者

を
始
め
多
く
の
関
係
者
が
参
集
し
、
出
漁
証
明
書
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
会
の

髙
橋
副
会
長
か
ら
証
明
書
が
伝
達
さ
れ
、
出
漁
者
の
代
表
が
「
操
業
の
安
全
と
秩
序
あ

る
操
業
に
努
め
た
い
」
と
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
13
日
北
海
道
水
産
林
務
部
の
山
口
水
産
局
長
ほ
か
技
監
、水
産
基
盤
整
備
担
当

局
長
や
関
係
課
長
、主
幹
を
招
い
て
、平
成
28
年
度
第
１
回
目
の
在
札
水
産
業
関
係
団
体

役
員
と
の
定
期
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、平
成
29
年
度
国
費
予
算
に
関
す
る
提
案
・
要
望
及
び
、中
央
要
請
の
日
程
さ

ら
に
は
、平
成
28
年
度
水
産
関
連
施
策
の
展
開
方
向
及
び
主
な
施
策
が
道
水
産
林
務
部

か
ら
話
題
提
起
さ
れ
、在
札
水
産
業
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。  

●
漁
獲
量                                                                           

　
漁
獲
量
の
上
限
は
、
シ
ロ
ザ
ケ
が
２
０
１
５
年
と

同
じ
５
０
０
ト
ン
、
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
も
２
０
１
５
年

と
同
じ
１
、
５
５
０
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
６
年 

日
ロ
漁
業
交
渉

在
札
水
産
業
団
体
懇
談
会
を
開
催
！

１
．
さ
け
・
ま
す
漁
業
交
渉

２
．
貝
殻
島
区
域
昆
布
操
業
交
渉

道水産林務部長へ要請

農林水産省伊東副大臣へ要請

外務省へ要請

水産庁長官へ要請

出漁証明書伝達式

貝殻島昆布操業交渉署名状況

貝殻島昆布操業交渉

高碕達之助先生献花

貝殻島昆布操業交渉

貝殻島昆布操業交渉

出漁証明書伝達式

出漁証明書伝達式

懇談会の状況

道水産林務部山口水産局長挨拶

水産会山崎副会長挨拶

単位：トン表-1.　日本200海里内の漁獲量
区分

漁獲量

漁業協力費

2016年 2015年

・漁獲量の上限
　シロザケ　　    500.0t
　カラフトマス  1,550.0t
   計　　　　　 2,050.0t

・2億6,405万円～
  3億6万円の範囲で漁獲
  実績に応じて決定

・漁獲量の上限
　シロザケ　　    500.0t
　カラフトマス  1,550.0t
   計　　　　　 2,050.0t

・2億6,405万円～
  3億6万円の範囲で漁獲
  実績に応じて決定

　
○ 
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
漁
業
担
い
手
確
保
・
育

　
　 
成
対
策
事
業
」
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
予
算

　
　 

を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と

　
○ 

一
人
前
の
漁
師
を
確
実
に
確
保
・
育
成
す
る
た
め
に
、　

　
　 

長
期
漁
業
研
修
生
が
新
規
漁
業
就
業
し
た
時
の
収
入
が

　
　 

不
安
定
な
一
定
期
間
、
安
定
し
た
収
入
を
確
保
す
る
給

　
　 

付
金
等
の
新
た
な
支
援
制
度
を
設
け
る
こ
と

３
．
新
規
漁
業
就
業
支
援
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

４
月
に
政
府
間
交
渉
を
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
今
年

は
５
月
10
日
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

表-

２
の
条
件
で
５
月
13
日
に
妥
結
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
２
０
１
６
年
の
ロ
シ
ア
２
０
０
海
里
水

域
に
お
け
る
我
が
国
漁
船
に
よ
る
ロ
シ
ア
系
さ
け
・

ま
す
流
し
網
代
替
漁
法
に
よ
る
試
験
的
な
漁
獲
に
関

す
る
操
業
条
件
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
本
会
は
、
前
述
の
交
渉
に
先
立
ち
、
関
係
団
体
の

代
表
ら
と
道
水
産
林
務
部
や
道
内
選
出
国
会
議
員
を

訪
れ
て
交
渉
へ
の
支
援
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

農
林
水
産
省
伊
東
副
大
臣
、
佐
藤
政
務
官
へ
直
接
要

請
し
た
ほ
か
、
水
産
庁
と
外
務
省
で
は
交
渉
の
早
期

妥
結
と
操
業
の
安
定
確
保
の
た
め
、
操
業
の
諸
条
件

の
整
備
を
要
請
し
ま
し
た
。農林水産省佐藤政務官へ要請

出漁証明書伝達式 表-2.　ロシア200海里内の漁獲割当量並びに入漁料
魚種

ベニザケ

シロサケ

カラフトマス

ギンザケ

マスノスケ

計

21.70

27.18

18.00

1.00

1.00

68.88

503.31

1,309.48

102.79

41.04

5.13

1,961.75

2016年 2015年 摘要

＊1隻による試験操業
　（曳き網）
＊2016年の入漁料
　約21,118千円
　（前年約6億円）
　単価：306.60円/kg
　（前年306.60/kg）

単位：トン

●
漁
業
協
力
費                                                                       

　
合
意
し
た
１
キ
ロ
当
た
り
協
力
費
は
、
２
０
１
５

年
と
同
額
の
１
４
６.

４
円
で
協
力
費
の
総
額
は
、
２

億
６
、
４
０
５
万
円
か
ら
３
億
６
万
円
の
範
囲
で
、

漁
獲
実
績
に
応
じ
て
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
２
０
０
海
里
水
域
に
お
け

る
さ
け
・
ま
す
交
渉
「
日
ロ
政
府
間
協
議
」
は
例
年
３
、

水産庁長官への要請



　平成27年10月27日、4年ぶりに函館大谷短大
の学生を対象にして渡島地区漁協青年部連絡協
議会との共催で「お魚出前授業」を行いました。
大谷短大の学生は、卒業後幼稚園や保育園の先
生になる人が多く、食に興味があるものの魚介藻
類の料理にはあまり触れる機会がないとのこと
でした。
　生の魚にびくびく触っていた学生達は、そのう
ち魚介類の料理に楽しそうに取り組みはじめ、料
理の完成までたどり着きました。学生達にとって、
今回の授業は実り多いものになったようでした。
「魚を捌くのが面白い」、「魚が美味しい」との感
想が多数あり、幼稚園などに就職したら魚介藻
類の美味しさなどを園児たちに伝えてくれたらな
と思いました。

9 8

久 し ぶ り

写真6　7　8　9

水口漁業士会会長の挨拶

毎年好評なイカ釣り体験

皮のむき方はこうやってね

持てたー親子でイカ刺しの試食

ホタテガイの剥きは意外とできそうスケトウダラの捌きに挑戦

ブリの刺身が美味しい講師の青年漁業士

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

事業の名称

今年もイカでいかせて
もらいます！

親子水産教室

檜山漁業士会出前授業

オホーツクお魚普及・
調理講習会

お魚普及・調理講習会

お魚出前授業

漁師さんの出前授業

平成27年度全道ブロック別
漁協青年部幹部研修会

お母さんの水産教室

イカとマダラの料理教室

イカの料理教室

食材（魚種等）

スルメイカ

ホタテガイ、サケ

サケ

サケ、ホタテガイ

サケ、ホタテガイ

サケ、ホタテガイ、ブリ、
スケトウダラ、マコンブ
ホタテガイ、サケ、

ミズダコ、リシリコンブ

ニシン、ホタテガイ

ヤリイカ、
スルメイカ、マダラ

ヤリイカ、スルメイカ

共催団体

渡島管内漁業士会

石狩・後志管内漁業士会

檜山管内漁業士会

北見地区漁協青年部
連絡協議会

北見地区漁協女性部
連絡協議会

渡島地区漁協青年部
連絡協議会

宗谷地区漁協青年部
連絡協議会

根室地区漁協青年部
連絡協議会

石狩・後志管内漁業士会

渡島管内漁業士会

渡島管内漁業士会

対象者

小学生、保護者

小学生、保護者

小学生

大学生

中学生

大学生

各種学校生

青年漁業者

成人

小学生

小学生

参加人数
（人）

37

27

19

55

38

66

79

107

24

21

23

実施地域

函館市

赤井川村

江差町

旭川市

北見市

函館市

旭川市

釧路市

石狩市

松前町

福島町

実施年月日

2015.07.04

2015.09.12

2015.09.28

2015.10.17

2015.10.22

2015.10.27

2015.10.30

2015.12.12

2016.01.29

2016.02.02

2016.02.25

表-1　平成27年度「食育・魚食普及研修会、料理教室」実績

　
平
成
28
年
度
も
北
海
道
各
地
域
の
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
、
漁
協
青
年
部
連
絡
協

議
会
及
び
漁
業
士
会
と
共
催
で
研
修
会
や
料
理
教
室
を
行
い
ま
す
。
各
会
の
事
務
局
宛

に
は
実
施
要
領
、
開
催
計
画
書
な
ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
地
域
の
皆
さ
ん
は

事
業
実
施
に
つ
い
て
ご
検
討
願
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
事
業
１
回
目
は
、
例
年
ど
お
り
渡
島
管
内
漁
業
士
会
と
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

と
の
共
催
で
ス
ル
メ
イ
カ
を
食
材
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
７
月
２
日
に
函
館
市
で
実
施
し

ま
し
た
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
事
業
風
景
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

魚
食
普
及
・
食
育
Ｐ
Ｒ
活
動

　
北
海
道
の
水
産
業
が
維
持
・
発
展
す
る
た
め
に
は
、
北
海
道
で
の
魚
介
藻
類
の
消
費

拡
大
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
会
は
魚
食
・
食
育
の
推
進
、
魚

食
文
化
の
維
持
・
醸
成
、
魚
介
藻
類
の
消
費
の
拡
大
等
を
目
的
と
し
て
「
食
育
・
魚
食

普
及
研
修
会
・
料
理
教
室
」
事
業
を
平
成
22
年
度
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
は
全
道
延
べ
11
カ
所
で
開
催
し
（
表-

１
）、小
学
生
、中
学
生
、大
学
生
、

各
種
学
校
生
及
び
一
般
成
人
の
方
々
合
計
４
９
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
11
カ
所
で
食

材
と
し
た
魚
介
藻
類
は
延
べ
11
種
類
で
し
た
。
ホ
タ
テ
ガ
イ
ま
た
は
サ
ケ
を
使
用
し
た

の
は
７
カ
所
で
、
こ
の
２
種
は
や
は
り
定
番
で
あ
り
、
毎
年
度
使
用
頻
度
の
高
い
食
材

で
す
。
本
事
業
で
食
材
と
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ミ
ズ
ダ
コ
や
ブ
リ
を
使
用
し
た

事
業
も
あ
り
ま
し
た
。
各
団
体
は
そ
の
地
域
特
産
の
魚
種
を
選
ん
で
い
ま
し
た
が
、
一

部
そ
う
で
は
な
い
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
地
域
性
を
生
か
し
た
企
画
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
主
な
対
象
者
は
小
学
生
が
多
く
、
11
カ
所
中
５
カ
所
で
し
た
。
次
が
大

学
生
で
２
カ
所
、
あ
と
は
各
１
カ
所
（
中
学
生
、
各
種
学
校
生
、
青
年
漁
業
者
、
成
人
）

で
し
た
。
小
学
生
が
多
い
の
は
小
学
校
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
魚
食
事
業
を
行
う
こ
と
が

増
え
て
い
る
か
ら
で
、
魚
食
普
及
は
子
供
か
ら
と
の
考
え
か
ら
す
る
と
、
今
後
も
対
象

者
と
し
て
小
学
生
が
多
い
傾
向
は
続
く
で
し
ょ
う
。

　
参
加
し
た
方
か
ら
は
「
魚
の
プ
ロ
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
、
貴
重
な
機
会
で
し
た
」

（
41
歳
）、「
機
会
が
あ
っ
た
ら
家
で
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
」（
19
歳
）、「
イ
ク
ラ

を
醤
油
に
漬
け
る
の
が
楽
し
か
っ
た
」（
７
歳
）、「
来
年
も
来
る
の
で
ま
た
や
っ
て
く

だ
さ
い
」（
10
歳
）、「
魚
の
解
体
は
見
た
こ
と
も
、
や
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、（
良

い
）
経
験
に
な
り
ま
し
た
」（
13
歳
）、「
生
き
た
タ
コ
を
捌
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る

の
が
面
白
か
っ
た
」（
19
歳
）、「
初
め
て
ブ
リ
を
食
べ
ま
し
た
。
美
味
し
か
っ
た
！
」

（
20
歳
）
な
ど
の
感
想
多
数
あ
り
、
参
加
者
は
魚
の
美
味
し
さ
を
知
り
、
楽
し
く
学
べ

た
よ
う
で
し
た
。



1011

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会

漁
師
に
な
り
た
い
若
者
と
浜
を
つ
な
ぐ
活
動

◇ 

漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア 

in 

東
京

◇ 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア 

in 

さ
っ
ぽ
ろ（
平
成
28
年
度
）

　
平
成
28
年
３
月
14
日
（
月
）、
午
後
２
時
50
分
か
ら
札
幌
の
第
二
水
産
ビ
ル
会
議
室

で
「
平
成
27
年
度 

第
２
回
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
７
名
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
６
名
（
事
務
局
４
名
）
に
よ
り
次
の
と
お
り
報
告
と
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
議
事
事
項
に
つ
い
て
は
事
務
局
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
総
会
の
開
催

◇ 

平
成
27
年
度 

第
二
回
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
通
常
総
会

説明会に参加する出展者

受付で資料をもらう来場者

出展者の説明を聞く来場者

エントリー書類に記載する来場者

展示される当協議会の資料

多くの来場者が各ブースで就業相談

主催者挨拶

TV取材班

ペアーで熱心に相談平成27年度第2回総会

図-1.漁業就業支援フェアを
告知するポスター

漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
の
開
催
・
出
展

◇ 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア 

in 

さ
っ
ぽ
ろ（
平
成
27
年
度
）

　
札
幌
で
の
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
は
、
出
展
者
（
漁
業
者
）
が
参
加
し
や
す
い
こ
と
、

札
幌
市
の
人
口
が
多
く
、
多
く
の
来
場
者
が
参
加
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
道
内
外

の
来
場
者
に
と
っ
て
交
通
の
便
が
良
い
こ
と
等
か
ら
、
例
年
札
幌
フ
ェ
ア
に
は
他
の
地

域
で
の
フ
ェ
ア
と
比
べ
て
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
も
札
幌
で
の
フ
ェ
ア

開
催
を
告
知
す
る
ポ
ス
タ
ー
（
図-

１
）
や
チ
ラ
シ
を
道
内
全
高
校
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
に
配
布
し
、
フ
ェ
ア
開
催
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
出
展
団
体
数
は
23
団
体
（
第
３
位
）、来
場
者
数
は
26
名
（
第
４
位
）
で
し
た
。

当
日
は
行
楽
日
和
の
天
気
で
、
大
通
り
で
は
ラ
イ
ラ
ッ
ク
祭
り
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

来
場
者
数
に
一
抹
の
不
安
を
抱
え
て
い
ま
し
た
が
、
想
定
内
（
20-

30
人
）
の
来
場
者
数

を
確
保
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
来
場
者
は
間
断
な
く
訪
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
３
月
に
全

国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
が
開
催
し
た
就
業
フ
ェ
ア
も
同
様
な
傾
向
で
あ
っ

た
こ
と
と
奇
妙
に
符
合
し
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
効
果
か
ら
、

道
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増
加
し
て
い
た
の
で
、
道
外
来
場
者
の
増
加
に
も
期
待
し

て
い
ま
し
た
が
、
道
外
か
ら
は
２
名
に

止
ま
り
ま
し
た
。

  

漁
業
者
は
研
修
候
補
生
と
し
て
来
場
26

名
中
の
12
名
を
指
名
し
ま
し
た
。
そ
の

後
の
話
し
合
い
で
3
名
が
マ
ッ
チ
ン
グ

し
ま
し
た
。
研
修
開
始
は
８
月
以
降
に

な
る
予
定
で
す
。

　
平
成
27
年
度
最
後
と
な
る｢

漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア｣

を
２
月
21
日
（
日
）
に
ホ
テ
ル

ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
で
開
催
し
ま
し
た
。
札
幌
市
で
の
開
催
は
、
平
成
27
年
度
と
し
て

は
２
回
目
、
ま
た
当
協
議
会
発
足
し
て
か
ら
は
８
回
目
に
な
り
、
札
幌
市
は
最
も
多
く

開
催
し
て
い
る
都
市
に
な
り
ま
す
。
出
展
団
体
数
は
35
団
体
、
来
場
者
数
36
名
で
、
両

方
と
も
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い
数
で
し
た
。

　
出
展
数
の
増
加
は
最
近
の
傾
向
で
す
が
、
漁
業
現
場
で
人
手
が
足
り
な
い
情
勢
が
あ

る
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
と
く
に
、
ホ
タ
テ
養
殖
業
者
の
出
展
増
が
顕
著
で
す
。
来

場
者
に
関
し
て
は
、
北
海
道
新
聞
に
フ
ェ
ア
開
催
案
内
広
告
を
出
し
た
こ
と
、
北
海
道

新
聞
の
道
庁
Ｐ
Ｒ
枠
に
フ
ェ
ア
開
催
案
内
を
掲
載
し
た
こ
と
、
道
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
貼
っ
た
こ
と
お
よ
び
平
成
26
年
10
月
１
日
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
こ
と
に
よ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
訪
問
者
数
が
増
え

た
こ
と
等
か
ら
来
場
者
数
が
増
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
最
近
の
就
業
環
境

の
好
転
か
ら
求
人
倍
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
般
的
に
こ
の
よ
う
な
と
き
は
一

次
産
業
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
（
一
次
産
業
に
就
業
し
た
い
人
の
就
業
相
談
件
数
）
が
減
少

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
の
36
名
と
い
う
来
場
者
数
は
、Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
っ
た

結
果
と
言
え
そ

う
で
す
。

　
漁
業
者
は
研

修
候
補
生
と
し

て
25
名
を
指
名

し
ま
し
た
。
そ

の
後
の
話
し
合

い
で
11
名
が

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、

７
月
31
日
現
在
で
は
そ
の
内
の
10
名
が
研
修
に

励
ん
で
い
ま
す
（
残
り
の
１
名
も
８
月
に
研
修

に
入
る
予
定
）。

　
東
京
で
開
催
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
主
催

の
「
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
」
に
出
展
し
ま
し
た
。
フ
ェ
ア
は
、
平
成
28
年
３
月
５

日
の
土
曜
日
、
東
京
山
手
線
有
楽
町
駅
前
の
巨
大
な
イ
ベ
ン
ト
施
設
「
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
協
議
会
は
東
京
フ
ェ
ア
に
集
ま
る
多
く
の
人

に
北
海
道
漁
業
や
北
海
道
で
の
漁
業
就
業
の
相
談
を
受
け
る
た
め
毎
年
出
展
し
て
い

ま
す
。
例
年
、
北
海
道
ブ
ー
ス
に
は
対
応
能
力
ぎ
り
ぎ
り
の
多
く
の
訪
問
者
が
あ
る

の
で
、
用
意
万
端
訪
問
者
を
待
ち
ま
し
た
。

　
協
議
会
等
を
含
め
た
出
展
団
体
総
数
は
75
（
ブ
ー
ス
総
数
は
56
）、
来
場
者
は
３
７

２
名
（
３
ヶ
月
前
の
東
京
フ
ェ
ア
で
は
２
９
９
名
）
で
し
た
。
来
場
者
数
は
多
か
っ

た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
東
京
フ
ェ
ア
で
感
じ
た
一
気
に
押
し
寄
せ
る
よ
う
な
状
況

に
は
な
ら
ず
、
開
催
中

（
12-

16
時
）
平
均
的
に

来
場
者
が
あ
り
ま
し

た
。
フ
ェ
ア
事
務
局
に

当
方
の
感
想
を
述
べ
る

と
、
事
務
局
は
来
場
目

的
で
は
情
報
収
集
者
が

い
つ
も
よ
り
多
く
、
す

ぐ
に
で
も
漁
師
に
な
り

た
い
と
い
う
人
は
比
較
的
少
な
い
こ
と
が
原
因
で

は
な
い
か
と
分
析
し
て
い
ま
し
た
。
当
協
議
会
に

は
７
名
（
昨
年
度
は
11
名
）
が
訪
れ
ま
し
た
。
北

海
道
で
漁
師
に
な
り
た
い
と
い
う
強
い
意
欲
を
感

じ
た
人
は
例
年
５
名
前
後
い
ま
し
た
が
、
今
回
は

た
っ
た
１
名
で
し
た
。

　
　
　
　
　
記

１
．
報
告

　（
１
） 

平
成
27
年
度 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協

　
　
　 

議
会
の
事
業
実
施
状
況

　
　
① 

平
成
27
年
度 

新
規
就
業
者
総
合
支
援
事

　
　
　 

業
（
国
費
）
実
施
状
況

　
　
② 

平
成
27
年
度 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協

　
　
　 

議
会
事
業
（
道
費
）
実
施
状
況

　
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
漁
業
者
の
極
端
な
不
足
か
ら
出
展
者
数
の
増
加
、
逆
に
就
業

先
が
多
く
あ
る
た
め
来
場
者
数
の
減
少
（
全
体
の
求
人
倍
率
が
高
い
と
漁
業
就
業
希
望

者
が
減
少
す
る
）
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
協
議
会
と
し
て
は
来
場
者
の
増
加
を

目
指
し
て
今
後
と
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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◇ 

平
成
28
年
度 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
臨
時
総
会（
書
面
総
会
）

北
海
道
漁
業
就
業
促
進
連
絡
会
議
の
開
催

連絡会議での情報交換

　
平
成
28
年
６
月
10
日
（
金
）
に
平
成
28
年
度
第
１
回 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会

総
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
書
面
総
会
と
し
、
事
前
に
配
布
し
た
資
料
に
つ
い
て
各

会
員
に
審
議
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
結
果
、
次
の
と
お
り
議
事
に
つ
い
て
は
事
務
局
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇ 

平
成
28
年
度 
第
一
回
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
通
常
総
会（
書
面
総
会
）

２
．
議
案

　（
１
）
平
成
28
年
度 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
の
事
業
計
画

　
　
① 

平
成
28
年
度 

新
規
漁
業
就
業
者
総
合
支
援
事
業
（
国
費
）
実
施
計
画

　
　
② 
平
成
28
年
度 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
事
業
（
道
費
）
実
施
計
画

   

（
２
）
そ
の
他

　
　
　
　
　
記

１
．
議
事

　
平
成
27
年
度 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
の
事
業
実
績

　（
１
）
平
成
27
年
度 

新
規
漁
業
就
業
者
総
合
支
援
事
業
（
国
費
）
実
績

　（
２
） 

平
成
27
年
度 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
事
業
（
道
費
）
実
績

２
．
議
事
意
見
書
の
確
認

　
７
会
員
中
７
会
員
が
事
務
局
案
を
承
認

　
平
成
28
年
７
月
21
日
（
木
）
に
平
成
28
年
度
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
臨
時
総

会
（
書
面
総
会
）
を
行
い
ま
し
た
。
事
前
に
配
布
し
た
資
料
（
北
海
道
漁
業
就
業
支
援

協
議
会
役
員
の
選
任
案
）
に
つ
い
て
各
会
員
に
審
議
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
結
果
、
事

務
局
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
記

１
．
議
事

　
役
員
選
任
に
つ
い
て

２
．
議
事
意
見
書
の
確
認

　
７
会
員
中
７
会
員
が
事
務
局
案
を
承
認

　
　
一
般
社
団
法
人 

北
海
道
水
産
会
の
山
崎
峰
男
代
表
理
事
副
会
長
を

　
漁
業
就
業
者
の
確
保
・
育
成
対
策
推
進
の
た
め
、
漁
業
就
業
に
関
連
す
る
団
体
を
構

成
員
と
す
る
漁
業
就
業
促
進
連
絡
会
議
を
平
成
28
年
３
月
14
日
（
月
）
に
水
産
ビ
ル
会

議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
副
会
長
の
議
事
進
行
に
よ
り

漁
業
就
業
に
関
す
る
情
報
交
換
を
参
加
者
17
名
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
の
情
報

交
換
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
記

１
．
漁
業
就
業
者
の
動
向
（
情
報
交
換
）

　（
１
） 

北
海
道
水
産
林
務
部
に
よ
る
資
料
（
平
成
26
年
度 

新
規
漁
業
就
業
者
に
関
す

　
　
　 

る
調
査
結
果
の
概
要
）
説
明

　（
２
） 

北
海
道
教
育
庁
に
よ
る
資
料
（
本
道
水
産
高
校
の
現
状
）
説
明

２
．
求
人
・
求
職
に
関
す
る
動
向

　（
１
） 

全
日
本
海
員
組
合
北
海
道
地
方
部
に
よ
る
資
料
（
活
動
報
告
）
説
明

　（
２
） 

北
海
道
い
か
釣
漁
業
協
会
に
よ
る
資
料
（
北
海
道
の
い
か
釣
漁
船
の
現
況
・
乗

　
　
　 

組
員
の
雇
用
状
況
）
説
明

　（
３
） 

北
海
道
運
輸
局
に
よ
る
資
料
（
取
扱
実
績
）
提
供
（
欠
席
の
た
め
説
明
な
し
）

３
．
漁
業
就
業
促
進
に
係
る
諸
施
策
に
つ
い
て

　（
１
） 

北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
に
よ
る
資
料（
北

　
　
　 

海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
の
活
動
）
の
説
明

　（
２
） 

北
海
道
町
村
会
に
よ
る
活
動
報
告
（
資
料
な
し
）

４
．
そ
の
他

　
北
海
道
水
産
林
務
部
に
よ
る
「
漁
業
就
業
者
支
援
対

策
調
査
」
結
果
の
説
明

　
以
上
の
資
料
説
明
終
了
後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
質

疑
応
答
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
副
会
長
に
選
任

　
　
北
海
道
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
藤
原
隆
幸
代
表
専
務
理
事
を

　
　
　
北
海
道
漁
業
就
業
支
援
協
議
会
監
事
に
選
任


